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山 本 史 郎

I "くろえ”の素描
・職業と家屋

当校は，和歌山県涌南市船尾 236の4番地にある。紀勢本
前項に述べたとおり，町なみと家の密鉗からくる通風採光

線浦南駅で下車し，駅前始発の屯車に乗れば，約 5分で黒江 の悪さに拍車をかけるのは家の構造である。漆の固まるのは
停留所に郊 く。学校はここから30メートルばかりの近さにあ 水分を発散して乾燥するからではなく，空気中の水分を吸収

る。児蛮数は1012,学級数は26である。 するからであり，さらに気温が高いとその作用が早められる

学区は，古くから渭黒江途り=をもって知られている漆器 のである。この漆の特性から，当然家屋栴造が制約をうける

の町である。戸数は 3,500, 人口15,000。漆器産業は，約400 のである。天井を低くし，通風をさえぎり ，邸温多湿にする

年前からこの地に伝承されたもので，住民は漆器とともに盛 のであるから，どの角度からみても健康的ではない。また，

衰を重ねてきたといっても敢えて過言ではない。10年前の70 漆器の材料の体籾が大きいので，その置き場所に広い空間を

％に比べれば，いちじるしく減少したとはいえ，いまなお40 必要とする。そのことと家の密集とで，家庭には植樹の余地

％の住民がこの生産にたずさわっている。 がほとんどない。探邸のこうした事実は，子どもの健康に大

II 健康教育への願い
きい関連をもっていることはいうまでもない。

戦後の教脊は個人のための教育である。個人のii厳性は何

物にも優先し，したがって教育の楊においても，個人の幸福 職人町黒江は，経済的にも恵まれなかった。間尻や大手筋

の追求がつねに考えられねばならぬ問姐となった。 の製造家は比較的盟かな荘らしをしているが，大部分はかな

当時の本校職員は，まず児mの健康なからだづくりが最緊 りぎりぎりの生活をしているのである。朝，洸顔もせずに登

要事であることを認め，必然的に保健教育振興の重要性を感 校してくる子が全体の 5分の 1'タオル共用が 2分の 1'冬

知した。昭29の研究物， ＝強い子をめざして=のなかにこう 季は昼間の服装のまま万年床にもぐりこみ，夏季ははだかで

記されている。 就寝する。 トラホーム患者が20%をオーバーする。

食生活では，役困と栄養知識の低さとから，いわゆる瑶紀

• 町なみ 州の茶がゆ=に依存し，わずかに空腹を満たせればよいと考

•生活の状態

町の北端に連らなる船尾山の上から見下ろした黒江の町は

足根，屈根，足根の連続である。せまい地域に人家が密集し

ていて，新任の教只が子どもの家を訪ねて町中に出ると，再

えられている。

・健康への関心

び学校へ婦る追を見つけだすのにひと苦労であり ，同じ家を 以上の生活がもたらす健康而でのマイナスを例示すると，

二度めに訃)ii¥]するときには，また改めて案内者を要するので 戦前の徴兵検査では甲稲合格率の県下最低の町村jま，わが黒

ある。このことは，せまい迷路のような道と密北する家との 江であったと年鉗の人が話す。結核， トラホーム，虚弱（本等

ようすを最もよくあらわしている事例であって，こうした道 さらには学箪の胸囲のいちじるしい劣勢。しかし学区民の大

と家は必然的に一軒一軒の採光や辿風等の条件を非常に悪 く 多数は，むしば， トラホーム，神経症でさえ，病気とはうけ

している。 とらないという状態であ った。
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m "健やかな子"をめざして

A 初期のとり組み前

前項に述べた当校児童や学区民の劣勢を挽回するために，

昭29年度，その第一歩をふみ出した。教育目椋に寸民主的で

強い子ども=を掲げ，地域とこどもとに必然的に手を尽くさ

ねばな らぬ保健体育の研究にと りかかった。 しかし当時は保

健は体育科の一分野としておさえられ，したがってその指硲

も，せいぜい保健的習慣形成の域を脱しなかった。

一方（本育は，グループ学習を中心として進め られ，胸囲を

ひろめることの努力に焦点をすえた。自校体操黒江体操を業

間体操として毎日実施したり ，体育時間内には必ず 5分間以

上の鉄棒運動を加えたり ，（本育用具の充実による正課時間内

での運動拡の増大をはかった。

昭33年11月には 液健康白芯=を出して地域全体の活動をも

りあげるべく第一歩をふみ出している。

B 中期のとり組み

昭34年度から37年度までの 4カ年を中期とおさえた。

児蛮の体位は向上してきて，全国的レベルに到達した。そ

れにはさまざまの要因があるであろう。県下でいちはやく完

全給食を実施したこと，保健体育而でのたゆまぬ努力，保健

委員会， P.T.A.等の指甜による学区民の生活の合理化等，

とにかくいろんな条件の複合がもたらした喜ばしい傾向とい

えよう。その間において， とくに校医団の適切な指森が，当

校の教育施策と完全にタイ アップしてきたことが特箪すべき

であろうと思う。

中期における特異性は， 学校保健が単に学校のらち内で推

進されたのではなく ，それが地域保健のなかにおいてその機

能を果たすべく方向づけられはじめたという点にある。

そのために保健モデル地区を設け，ここを舞台として，学

校や保健委員会が意図する保健上のさまざまの実験，測定，

予防，調査等を実施した。その結果得たデータはすべて保健

委員会と学校の2つのパイプをとおして，全校，全地域に流

され，保健慈識と習慣の向上に役立て られたのである。

また教職員の研修而では，この期から研究テーマを液t服
教育=の一本にしぼり， 下自主的に自分のからだを育てるこ

ている。

C 後期のとり組み

この期のはじめ，保健教育上，われわれは重要な開眼がな

された。すなわち，保健教育の今日的内容は単なる保健体育

を対象とする教育ではなく ，全人教育そのものであるという

ことであった。したがって，小学校教育の要精する四領域の

教育内容が，もっともバランスのとれた形で，しかも最翡度

に実せんされていなければならぬということである。

これまでは保健体育の研究を中軸として，そこから発生す

る問題を教育全般のなかに止揚して，円満な人間形成をめざ

してきた。その歩みは決して誤っていたとは思わないし，そ

れなりの効果はあげてきたが，歩みは遅々としていたのであ

る。

ところで，学校保健は地域保健のなかでその機能を果たす

べきであることは前述のとおりであるが，その考え方を全面

的に実践に移したのは昭38年度からである。これまでの保健

モデル地区を発展的に解消した。改めて学区内33の全町区ご

とに毎月一回の地区懇談会をもつことにして，それを健康教

育推進のための基盤としたのである。

方法としては，まず，学校が地区懇談週間を設定する。各

町区では，その週中の希望目的と開催の場所を決めて学校へ

連絡する。この会の出席者は，町区内父兄， 地区委員 (5名

のうち 1名は保健委員で，学校保健委員会のメンバーでもあ

る） 町区担当の P.T, A. 幹部役員，町区担任教員，児童委

員会の代表児蛮たちである。

いったいわれわれ教師は，担任児童を指琳し，学級父兄に

協力を依頼すれば，それだけでのぞましい家庭生活なり ，校

外生活なりが営まれているであろうと考えがちである。 だが

それは， しょせん錯党に過ぎない。現実は，親も子も，決し

てわれわれの希望的観測に沿った生活を展開してくれるもの

ではない。というのが私の主張であって，そこに地区懇談会

の意義がある。地区懇で協諮され決定された事項は，いわば

組織対組織の約束事である。担任対子ども個人，担任対父兄

個人という関係に比べて，約束事を実践に移す段階では，は

るか強大な拘束力をもつのである。このことが，当校保健教

育の画期的な前進のために，韮要な役割を果た したであろう

ことは，いうまでもない。

ども=をスロ ーガンに，保健体育を軸とした健康教育にとり 以上，当校が，健眼教育にとり組むにいたった必然性と，

組んだ。体育而では自主性と指il;-・性のあり方を追求する研究 そのとり組みの概要を申し述べて，諸賢のごjjt:j'ljに供する次

を，保健而では保健学習のあり方の研究を韮点的にとりあげ 第である。

た。

なお，昭37年炭には，初めて県一の健康優良学校に選ばれ
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----
「日本 一」へのあしどり

はじめに

本校は，岡山県の北部津山盆地の中にあって，児島高徳が

十字の詩を杓いたということで知られている院庄から近い。

国鉄祁山駅からバスで25分のところにある。地域は米麦を主

とする股業地帯で特産品の無い平凡な村である。古くから教

育に対する関心は高く ，町内では最も文化水準が沿iい。明治

5年学制頒布と同時に学校が設け られ，95年の歴史と伝統を

もっている。

児蛮数 270名，学級数 9(内特殊学級 1)教員数12名の小

規模校である。

1. 健康教育へのあ しがかり

本校の教育目標を設定するに当って，教育基本法に示され

ている「心身ともに健康な国民の育成」という究極目標に従

って，健康を目様の中心におき， 「人間としてたくましい人

間」 づくり にしぼって，具体的な計画をたてたのである。

昭和30年度，はからずも学校保健の研究校に指定され，そ

の具体的な）iせ開の機会を得たのである。もちろん，健康似良

学校ということは念頭になかった。

寄生虫の保卵者は60%を超えていたし，保健室もなく ，保

健委員会も組織されていなかった。給食も週 3回のミ Jレク給

食に過ぎない状態であった。したがって，手をつけなければ

ならないことが山和していた。

まず，学校保健委員会を開いて，手近な問姐から処理して

いくことにし， 「健康習恨の形成」という問題にとりくんだ

のである。

9月に，松山市で開催された，中国四国学校保健研究協諮

会に参加して，さまざまの示唆を得ることができた。発育の

成長記録を写真によって行なう方法も，このときの収穫であ

った。早速このことを実行に移した。と同時に独自の健康手

帳を考案したのである。

藤本校医の指等で保健室も一応整りiilすることができた。ま

岡 山 限苫田郡芳野 小 学校長

坂 手 郎

た， PTAの奉仕作業によって，殺風猥であった玄関前にロ

ータリーの庭ができあがった。

1月には，教職員の研究成果をまとめて学校保健研究会を

開き，その成果を発表することができた。本校の健康教育の

充実は，これをあしがかりとして累梢をはじめたのである。

2. 県ー1立健康優良学校になるまで

健康の増進をはかるためには，運動と栄姿を欠かしてはな

らない。体育は一つの柱であった。昭和31年度から 3年間に

わたって，その研究と実せんを和みあげ，研究成果を毎年発

表して，批判を得る機会をもったのである。体育設りiiiも充実

し，体脊行事も多様化した。昭和32年度，完全給食を実施す

る計画を進め，PTAはじめ区内の強い支持を得て，県北で

は最も充実した設f1i11を整えた給食調理場を新設することがで

きた。これを機会として昭和33年度には，県指定の学校給食

研究会を開くことになった。保健管理，保健指西とともに給

食指甜の徹版に努力した。職員の創慈による『給食ごよみ』

は，指群のための手がかりとして役立った。

当時，う歯の漸妍が目立ち，学校保健委員会でも， しばし

ば討謡の材料となった。う歯の予防については，砂粘の消沢

秘に関係があることに着目し， 『菜子半減運動』を提唱する

ことになった。また，歯みがきについは 『歯そうじ』でなけ

ればならないと椋代歯科校医が強調され，食後の歯みがきの

重要さが理解されるようになった。子どもたちは，自発的に

給食後の歯みがきをはじめた。手洗いの習恨もどうやら身に

ついてきたようである。学校給食によって偏食が減り ，残菜

はほとんど無い状態にな った。 昭和31年度から 3年間連続し

て岡山県健康飯良学校に選ばれた。

昭和34年は，学校創立88周年に当っていた。記念事業とし

て水泳フ ー゚ルをつくることになっに。近郷に見られない施設

設fliiiをもつ設，汁がなされて，9月には舒工の迎びとなった。

翌年 5月完成し，年k泳力も向上し，低学年から水に親しみ

皆泳の実が挙がってきた。このころ，精神衛生の立場から，

精神博弱児の教育に全職員の関心が集まり，特殊‘芹級(!),没距
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について研究を進めた。県北には僅か 3校に特殊学級が置か 昭和39年11月，金沢市で開かれた全国学校保鯰大会で，本

れているに過ぎなかった。遂に昭和35年度から特殊学級を開 校学校保健委員会は文部大臣から表彰された。

設する連びとなり， 12名の入級者を得て，苦悩9中に光明を 昭和40年度，健康教育十年の歩みを，全職員で分担し『調

見出だすまでに，子どもたちは成長していった。昭和41年度 和的人間形成をめざして』という冊子を編集する。このこと

には県 1位健康優良学校に選ばれ，引き続き3祠疫，36年度 は，過去10年の歩みを深く反省検討することにもなり ，今後

も県 1位となった。 の歩みの指標にもなった。

3. 特選健康優良学校に選ばれる 5. 栄光の日本一

昭和36年度，第 2学期がはじまると間もなく，中央審査委 PTA活動も軌道に乗り ，家庭教育も充実してきた。親子

員による健康優良学校の実地審査が行われることについて通 会厳，学級別懇談会をかなめとして，家庭における生活指群

知が届いた。岡山県でははじめてのことで，いっこうに様子 の方法に目が向けられ， 『家庭教育ごよみ』を生むことにな

がわからない。実地審査校に選ばれるとは思いもかけないこ った。41年度には全家庭に配布され，親子会議や学校保健委

とてあった。どう対処し，どのような準iiiiiを整えるかについ 員会の諮題にもとりあげられた。その内容から，部落内の各

戸惑ったのである。9月26日，富山市で開かれた全国学校給 家庭の勉強部屋の照度測定に回られたPTA委員や，勉強部

食研究協設大会の席上，本校ぱ文部大臣表彰を受けた。その 屋の改造を思いついた父親もあった。8月には，本校PTA

翌日が実地審査であ った。午前 7時半から午後 4時にわたり は全国表彰を受けた。

日程のつまった，教育の全領岐にわたる厳しい審査であっ 10月4日，再度の中央審査委員による実地審査が行なわれ

たC 穴だらけの実態に強い反省の示唆が与えられた。その 日 た。 日程は一そう充実していた。しかし，ゆとりがあった。

の学校保健委員会で夜の歯みがきが問題にな った。夜の歯み 子どもたちも落ちついていたし，親も教師もあわてていなか

がきの重要さは理解していながら，実施率はわずか16%にす った。子どもたちは，はりき って審査を受けた。はっきりも

ぎなかったc その理由について，子どもたちの発言は重要な のをいう子に育っていて，校内は静かさの中に燃えるものが

意義をもっていた。 『夜はねむい』 『夜は,1音いのでこわい』 あった。結局は，子どもたちの目が，ことばが，そしてその

『家の人は誰もみがかない』夜の歯みがきをする家の環境が 動きが日本一という評価の鍵となったのである。

その実施を阻んでいるのである。家中の協力が必要であるこ

とが明らかにされた。このことは， 今後の大きな課題となっ

たc ともあれ，県下で初めて特選健康優良学校に選ばれたの

である。

4. 内面化をめざした3年間

実地審査の反省から，子どもたちの知的理解沿生活の実践

易而に定培する道を開くことに迫られた。何回かの討鼓の結

棗親子の話合いを部落でもち，家族ぐるみの実践活動にも

っていくことにな った。いわゆる 『親子会諮』が2年間に全

釦 客に生まれ，親子の話合いの結果が，家庭の生活を変えて

いった。夜の歯みがきも家中みんなのものにな った。家庭で

の昨い実践記録も報告されてきた，生活を高めていくための

子どもの研究発表会も年 2回ずつ行なわれるようにな った。

学校の探境も撒備されていった。大林保健主事の努力がみ

のって，前庭に年中美しい花が咲き乱れ，中庭は， PTAの

奉仕作業によ って明るい芝生に変わった。危険に頻した東校

舎が，町当屈の適切な措置によ って迎動場南端に改築された

のは昭和38年度であ った。39年度， 40年度には，残りの教室

の整f1iiiが進んだ。教室も塗装され，螢光灯も増設されて，学

習探境は面目を一新したのであるc

おわりに

保健管理指森や組織活動もたいせつである。しかし，もっ

とたいせつなことは，教育の全面にわたって，むらなく ，む

だなく ，むりなく充実した教育といわれるのもそれである。

学校医，学校歯科医，学校薬剤師，保健主事，養護数諭7)

努力も大きかった。しかし，直接子どもに接して教育をして

きた学級担任や両親の力がより重要な役割を果したことを忘

れてはならない。

~I 本一 という名をいただいたが，決してそれが頂上ではな

い。一つの過程であって，期待は無限であリ，真の日本一：こ

接近するためには，今後も平凡で，地道な努力を租みあげて

いきたいものである。

表彰式に謝辞を述べる坂手校長
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養護教諭一年をふり かえって

岡山県苫田郡芳野小学校

養護教諭 せ［与• 野 睦

四月，家を離れて県北の芳野小学校に単身赴任して来たと

きは，正直いって社会のスタートラインに立った緊張と異郷

に住む不安とで，希望や自信に満ちたスタートといったとこ

ろはみじんもなかった。私は与えられなければ手を出さない

といった消極的な面があって，学校を卒業するときにつくづ

く「何事も租極的にやろ う」と決心したのだが，この調子だ

と初志貰徹はむづかしいなと，初めからひっこみ思案になっ

てしまいそうだった。

岡山県は教育県だといわれ，自他共にそれを認めてはいる

が，一般行政のうえだけでなく教育行政のうえにも，何かに

つけ南原北薄といって県南に主力がそそがれていることが多

かった。また自然環境からみても県北は恵まれていない。け

れども芳野小学校は，過去に健康優良学校全国特選校として

表彰されたこともあるし，小規模校としては常に県ーを誇っ

ているという実紺もある。決して県南に劣らず，養護教諭一

年生の私には最適の職場であるにちがいない，心機一転して

やらなければと反省した。

無我夢中で何をやったか党えてもないが，一学期は終り，

夏休み中に，芳野小学校が県一位健康優良学校に決定したこ

とを知った。これで中央の審査を受ける資格ができたわけだ

が，今年，まさか全国の五指に数え られ，われわれの作成し

た報告害が中央の芯類審査にパスして，実地審査が受けられ

ようとは思ってもいなかっ

た。もっとも，坂手校長はじ

め， ーI何年来芳野小学校の学

校保健につくしてきた人たち

にとっては当然待ち望んでい

たできごとに相違ない。

実地審査に中央から訪問す

るという正式な通知があった

のがその 2週間前，いくら地

のままを見てもらうのがいい

といっも，やはりすべて最良

， の状態でのぞみたい。この 2

ft週間校内はもとより父兄，地
出城の人たちの問にはは りつめ

子

た空気が流れた。念願だった日本一の栄冠が獲得できるかも

しれない。道路べりの草かりは婦人会の人たちの手で，講堂

のいすみがきは父兄たちの手で，そして芝かりと腰板のクレ

オソート塗りはもっばら校長，学級担任は各Kの学級整備と

だれにいわれることもなく分担は決って，皆黙ノ＜とやった。

この問養護教諭の私は，学校保健管理者の一人で，皆を指

甜する立場にあるはずなのに，未整理の帳節に明けくれ，今

になって統計の数字の誤りを発見したり ，校内巡視で終日過

したりのとんまな日々を重ねて貨重な時間を毀したこともあ

った。 保健主事，養護教諭，三師と審査員との，一時問半に

わたる面接に臨む場面を想えば，緊張と焦燥で全く気持が地

につかない。

10月4日，実地審査の当日，子どもたちは案外のんびりし

ていた様子で， 「芳野の子は非常にのびのびしていて，児童

心理の発達段階にびったりそっている」と，しきりに審査員

の先生方を感心させていた。芳野小学校には，これといった

欠点もないかわりに，特にこの事が優れているといった特徴

もない。この日審査員の先生が，一日の日程の中から，どれ

ほどの「桃太郎づくり」の成果をくみとってくださるのか心

配だったから，このことばは本当にわれわれの待ち望んでい

たものだった。私どもの面接も，思ったよりもはるかにスム

ースに運び， 11月3日には，小規模校日本一健康優良学校に

決定した。このことは，校長をはじめ学校内外の関係者の十

何年来の努力と結束の賜であって，たった半年ほどの私の仕

事などは問題にもならない。

このことで芳野小学校は全国的にも有名になったが，その

後参観者が多く，時には経験の浅い私には答えられない熱心

な質問にとまどったり ，時にはその無責任さにあきれたりす

ることも多い。

執務が軌道に乗ったのは三学期に入ってからで，近ごろや

っと芳野小学校の養護教諭の座に落ち着けたようである。毎

朝子どもの顔を見て「ああ，きょうはこの子は元気そうだ

な」「顔色が悪いな，調子が悪いのでは」などと感じるゆと

りができて毎日にはりあいがある。日本一健服優良学校の養

護教諭としての誇りを持つと同時に，この一年間の足跡を謙

虚に反省して 2年目にのぞみたい。
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「日本一の健康優良児は

一日では生まれない」

東京都杉並区立東田小学校長

石 岡 信

1. 地域的特色

本校は，東京都23区の西端，山の手住宅街に屈し，杉並区

のほぽ中央に位置する。密集した住宅地域が大部分で，父拇

の多くは関東大震災後，とくに終戦後の居住者が多く，ほと

んどが中産サラリーマン階層，それもイ ンテ リ陪の多い地域

である。また銀行，会社員も多く転勤による地方との交流が

かなりある。

教育に対する関心度はきわめて高く，時には文句も出るが

，学校の教育方針には協力的である。とくに最近は職員の研

究熱が高まり，授業研究を盛んに行ない，指甜力の進歩目ざ

ましいものがあるので，学校への信頼度をまし，学校の教育

方針もかなりまで滲透しているものと考える。

児瓶の素質は良い方で，知能も裔く，学校のきまりをよく

まもり，躾に手をやくことも少ない。注意しなくとも紙くず

などちらかっていることはほとんどないし，花だんなども荒

されたことはなく「誇りのもてる学校づくり」によく協力し

ている。

児童の体位的特色をみれば，杉並区は身長のわりに胸囲が

せまく，述動能力にねばり強さが不足している。過保護の結

果とも考えられる。

2. 学校の教育方針

過保護の傾向が強いため，児窟は依頼心強く，素直ではあ

るが租極性やねばり強さが不足している。したがって本校で

は「意欲的人間」を目ざし「自らの力で伸びようとする子ど

も」を育てようとしている。

本校では，教育目標の観点を（本，心，手，頭と 4H主義に

ヒントをとり， まず健康安全と活動力を重視し，心情，技

術，知性を邸めることを目標としている。

また，とくに体育が盛んだというわけではないが，何にし

ても「（本づく り」が教育の基盤であると考えるので運動だけ

でなく栄養と休養に関心をもち，偏食矯正や睡眠に留意し，

ひとりひとりの児童の発育を促進し，矯正体育，予防教育を

重視して指埒にあたっている。

生活指禅而においては，何よりも「良心的な子」を育て

「自分で気づき実行する子」「骨惜しみをしない子」を育て

たいと考えている。

昭和41年度の指硲の重点をあげれば，次のようである。

学習指導の重点

(1) 発表力を伸ばす学習指蒋

(2) 学習意欲をたかめる環境経営

生活指導の重点

(1) 明るい学級 ・学校づくり

(2) 健康 • 安全生活の実践

とくに本年は杉並区の研究指定校であったので学級経営を

基盤とし， 「発表力を伸ばす学習指芍」一ーとくに「気づく」

ことを中心として一~国語 ・ 社会 ・ 算数 ・ 理科 ・ 道徳ととり

組み，子どもの主体的学習，集団思考，カウンセリングの問

題についての授業研究を真剣につづけてきたのであるが，来

年度は，体育をも含めて研究していきたいと考えている。

何にしても，教育観の統一ということが大切であると考え

る。学校の教育方針を確立し，教員はもちろん用務員 ・作業

員 ・学蛮擁護員 ・警りiii員とすべての学校に働らくものの一致

協力の教育体制なしには，よい子どもは育たないであろう。

3. 学級担任 永田秋男先生

金裔君の担任 永田秋男先生は，本年34歳，情熱と実行の

人である。どの教科でもすばらしい授業をするが， とくに体

育なかでも水泳はキ印のつくほどである。東田中学校の水泳

は， 日本全国になりひびいているが，現在水泳クラブの指溝

にあたっているのはこの人である。

時実利彦先生が「脳の話」 （岩波新芯）で，体カ ・気カ ・
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知力の三つの力の相関を麻生理学の立場から明らかにし，そ

の重要性を強調しているが，永田先生はまさにその実現者と

いってよいであろう。

永田先生は，かつて出身地の静岡県で健康優良児として表

彰されている。その立場から子どもたちの指郡にあたってき

たのであるが，日本ーは一日にして生れるものでないと考え

る。

4. 金高雅仁君

永田先生は金高君について次のように語っている。

「金高君は，何事をやるにしても負けない（本力をもち，そし

てきびしい中に自らとびこんでいく気力をもち，一度決心し

たことは，あくまでも続けて努力するというめぐまれた人間

です。

その上，すなおで明る＜，毎日の生活を規則正しく送って

いるようです。日記も毎日つけて生活を反省しており，つね

に昨日よりも今日，今日よりもあしたと希望をもって生活し

ています。

また友人関係もよく，ユーモアもあり，つねに他人の立場

を考えて生活していまナ。

健頂にも気を配り積極的に健康を増進する態度で，毎日必

ず鉄臨をしたりしていました。自分で自分の健康管理をし，

自分自身をきびしく生きて，よ り強い人間になろうというよ

うすが毎日の生活からうかがえます。

どの先生から何を頓まれてもいやな顔ひとつせず必ずやり

とげ，ほめられています。気象観測の継続的研究，水泳練習

サッカー教室でもキャプテンとしてがんばってきました。

優良児の審杏会の前日にも，継続的にやらねばならない研

究はもちろん，友人との約束その他，自分がやらねばならな

いものは，必ず果たし，つねにふだんのままの態度で審査会

にのぞんでいました。

努力すれば必ず実るんだという信念をもって，つねに活動

的に送っています」

といっている。

わたしの親察もまさにその通りで， つけ加えるところはな

いと考える。家庭における教育も，素質も立派であるが，永

田先生の指甜力もすばらしいものがあると考える。

以上簡略に記したのであるが，学校の教育方針永田先生の

指森力，本人の意欲，家庭の教育方針等の統合の結果が，日

本一の健康優良児を生んだものといってよいであろう。

金高君も今後ますます体力， 気力，知力の三の力を鍛えて

意欲的に人世をきづいていかれることを念願する。

文こども大使=の訪欧

日本の 1千万の小学生.2万3千の小学校を代表して．小学生の目で

あるがままの而外事情をフラソス．イクリア両国について見聞し．現功

の教打者の11で．その教有事情を視察してもらう。 また． フラソス文化

省などの好意とあっせんにより．政界褻人．小学校などを訪問し．ロ ー

マ法モに謁見するなど「こども大使」としての親苦旅行の成果をもあわ

せてあげてもらう。 （朝日新聞社）

1月4日 東京空港出発 「フ ランス航空」機，北回り

（アンカレジ，ハ ンブルグ経由）

5日 パリ ・オルリー空港着

青少年スボーツ省（ミソフ同担当相）日本

大使館などを訪問

；
 ．．
 

ミ
ソ
フ

W
少
年
ス
ポ

ー
J

（
ッ
相
訪
問
の
ひ
と
こ
ま

6日 パリ市内の小学校を訪問，交歓

7日 股付地区の小学校を訪問，交歓．観光

8日 パリ小学生と交歓

9日 ＝バ リの休日 a (7ィガロ新聞社， フラン

ス航空社訪問，市内見物

10日 パリ発 「フランス航空」機ローマ箔

日本大使館訪問

11日 在バチカン日本大使館訪問．ローマ法王に

謁見

届
累
口

~ ' 12日 ローマ小学生と交歓汽コ ー マの休日 ~ (市

内見物）

13日 ローマ発 「フ ランス航空」機，南回り （テ

ヘラ ン，デリー，バンコック，ホンコンな

ど経由）

14日 東京空港に帰苔
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日本一健康優良児を出して

大阪府哀屋川市立北小学校長

本 田 し屁北
全
手

本校の中村恭子が日本一に選ばれたについては，いろんな

要因がある。すなわち

1. 本人の素質

2. 両親のたんせい （家庭環災，教育）

3. 学校の教育方針

4. 担任の努力

5. 校医，職員， PTA, その他の協力

ー 等がお互いにからみあって，相乗的な効果を発揮した結

果と思う。

だから，学校の教育方針というのもその一因をなすにすぎ

ないのであって，これについて苦くのも，いささか，睛がま

しい気もするが，あえて書くとするならば―

はじめから，自賛めいたことで恐縮であるが，木校が本年

度にあげた対外的な主な成紹はつぎのようなものである。

〇 わが衷屋川市では，本市独自の健康俊良児選定制度を早

くより設け身体，運動能力，学力，人物等について審査を

行ない，一定規準以上の者を本市健康優良児とし，その中

から，寝屋川市健康優良児第一位を選ぶのであるが，本校

は男女とも第一位を出し， しかも一定規準以上の製良児は

20名 （各校平均10名）の多きに達した。

0 本市および北河内ブロックドッジボール大会俊勝

0 本市陸上 ・競技水上記録会総合成紺いずれも第一位

〇 全府下対象の音楽教育研究発表会

〇 全地区対象の国語（聞く ，話す）研究発表会

0 本校教育に対する寝屋川市教育委員会買

これらの成紺をあげ得たについて，学校の教育方針におう

ところがあるとすれば，つぎの諸点をあげることができると

思う。

1. たくましい子

〇 心身ともにがんばる根性のある子

〇 弱音，泣き言を言わぬ子

0 ファイトをもって，すすんで苦難に打ち向かう子

〇 最後まで，やり抜き，生き抜く 子

2. 考える子

〇 学習 その他の面について，常に積極的に考え，行動

する子

3. 折目正しい子

0 分をわきまえ，恥を知り ，みずからけじめのつけられ

る子

〇 正しいことばのつかえる子

〇 節度ある行動のできる子

〇 正しい）j阻装の子

4. 奉仕する子

〇 公共物を大切にするとともに，すすんで奉仕する子

〇 恩を知り， 誠をつくす子

5. 心豊かな子

〇 あたたかく ，うるおいのある，素直な子

〇 明る<. やさしく ，親切な子

① のためには，

体育その他で， たくましい精神とともに，たくましい体力

の増強をはかり，特にがんばり とファイト，勇気を養うた

め，本校独自の鍛線具を使用するとともに，多少のハード

トレーニングも辞さない。亡た，一方保健の面では，特に

本校は，この数年来，つぎのような児童像をめざして，教 近視，う歯が，いかにその人の一生に大きな影態をおよぽ

脊実践につとめてきた。 そして今にして思えばこれらが，中 すか，その利害得失を十分知らせるとと もに，予防治療に

村の身体，運動能力，学力，人物の審査に相当役立ったよう ついて，習慣化するまで，徹底的に指森する。

に思う。 ② のためには．

授業の実践の場，その他あらゆる機会をつかまえて，みず
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から考え，みずから前向きに，とり くむよう指達する。 力，その他のハードトレーニングによるものが多かったと信

③，④，⑤のためには， じている。

道徳，国語，音楽，体育を本校の特別研究あるいは， 重点 事実，中村の記録はつぎのように上昇し，東京における中

指導教科としてとりあげ，特に道徳においては しつけと人 央審査会では，懸垂，幅跳とも第一位であった。

間関係，国語においては， 「はなしことば」と人間関係，

音楽においては情操と うや，体育においては，前述のほか

に団体行動における規律と秩序および， 身体の調和 した発

達をはかる。

ーー等，全職員一致協力してその実をあげるために努力して

きた。

しかし，何といっても日本一とい うのは大変なことであ

る。 この最後の仕上げをしたのは，担任の河南教諭の献身的

な努力を，わたしと しては看過することはできない。 中村恭 以上，ご く概略であるが，学校と しては，よい教師，よい

子が候補にあがってからの彼の努力は，文字どおり寝食を忘 PTA, よい児童，の一致協力によって，今後一そう健康

れ，その打ちこんだ姿は誠に涙ぐましいばかり であった。全 （知，徳，体）教育の実を上げるよ う，不断の努力を続けて行

国から選ばれた10人の特選児中一番小さかった彼女が日本一 きたいと思っている．

の栄誉をかち得たのは，かれ自らが先頭にたっての運動能

-- 審査
＼ヽ 寝屋川市 大阪府 束京中央

種 目ーニこ—>
懸 垂 27秒 29秒 50秒

幅 跳 3 m90 3 m96 4 mll 

ボール投 32m 36m 40m 

50 m 走 8秒 3 8秒 1 7秒 8

健康優良児日本一中村恭子

大阪府寝屋川市立北小学校教諭

河 南 和 男

次の文章は，中村恭子が，日本一になった後に害いた作文 きびしかった練習で得たもの，それは，けっして失なわれ

の一節です。 ない宝なのです。このたくましい根性の宝を，これからも，

みがいていってくれることと思います。

「今のわたしには，何もかもが，幸福で，そして，喜び いつでも，今の自分を知り ，その自分にと って，大切なも

なのです。これが味わえるのは，あのつらく，きびしかっ のは何かを考え，そのことを学ぼうとする態度，これこそ，

た練習と，毎日の学習のおかげです。あの練習は，わたし わたし自身が，教育するものとして，たえず，考え，実践し

に大切な心の教育をしてくれたのです。 ようとしていることなのです。

わたしが，日本一になったということは，うれしいこと 中村恭子は，日本一になった思い出よりも，この学びとっ

ですし，名誉なことです。しかし，それよりも，もっとう た過程の思い出と，自分の身体の中に残っている，何ものか

れしいことは，この期間に，河南先生は，わたしに，自分 を，いつも大切にしてい くことでしょう。これが，できるこ

で，自分の心の教育をさせてくださったのです。このこと とこそ，日本一の健康擾良児の真の価値だと思うのです。

が，一番，大切な，今のわたしにとって大切なことなので 学級全体の中で，学校経営の方針なり，友だちとの，まじ

す。 」 わりの中でも，このような考え方を大切にするようなものに

望んできたのです。

わたしばここに，健康優良児日本一の中村恭子の持つ，

真の学力を見つけることができるのです。

また，次のようにも古いています。
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「日木一の健康優良児だからといって，世間の目から，

かたくみられず，のびのびと自分の生きたい方向に進みた

いのです。 これからも， 今までのように平凡にすごしてい

きたいのです。わたしば今幸わせです。それは，日本一

になったというからではありません。父，母，ふたりの兄

とでの，あたたかい家庭があるからです。わたしは，日本

ーにならなくても幸わせだったで しょ う。」

自分の家庭について，これほど信じて，大切に思える児童

は，そう多いも 0)ではありません。健康優良児が育つ，健康

な家庭だからこそ，そう思えたのです。

それを，感じとることができ，それを，このように考え．

表現できるのは，もちろん，中村恭子の学力が，すぐれてい

るからです。けれども，いくら，その学力があっても，それ

を考えさせる場がなければならないのです。中村さん一家

は，まさに，健康優良児を生む，健康な家庭だったのです。

ここには，主体があると思うのです。学校教育に，ふりま

わされ，学校教育の一部にしかなっていない家庭教育の姿か

ら，一歩出た家庭教育の主体があると思うのです。

家庭があって，家庭教育のない．宿題と， ドリルと，テス

ト等による，学校教育の下うけ機関としての家庭教育の位置

を，もっと考えなければと思うのです。真に健康な家庭に

は， 主体があります。そのような家庭を，少しでも多くする

よう，担任も考えなければなりません。

中村恭子の11月中央審査当時の体位，体力は次のとおりで

す。

:>!:: 三〗：）レと投: ::::c~ 
けんすい 50秒

体位については，全国特選児童の中では一番小さいもので

はないでしょうか，けれども．きびしい練習により，体力

は，すべての面で，すぐれていたのです。それも，審査会当

日に最高記録を出せたのですから，その心の持ち方の教育

が，最もうまく行なえたと思うのです。

体力だけではなく，すべての学力は，思考力をのばすこと

を考えた転移力のあるものにしなくてはなりません。そし

て，その中には常に，人格形成につながる，何かを考えてい

なくてはいけないと思うのです。教育とは，すべての行動の

中で，すべての授業の中で人間性をのばし，人格をみがきあ

げていく過程だと思うのです。

中村恭子は，わたしの，そのようなことを考えた教育の取

り組みにおいて，多くの児童が，学んだ，最高のものを学ぶ

ことのできた児童ということができるでしょう。

最後に，国語の学習の中から，中村恭子の人間性あふれた

学力をあげてみることにしま

す。

教材 「大きなしらかば」 の読

解学習から

『ジーナはかけよると，むす

このきずだらけの小さな足をだ

きしめ，小声で言った。

「アリョ ーシャ，約そくして

ちょうだい。もう決して，こん

なにおかあさんを苦しめないっ

て」いきなり，ジーナはなきだす

と，口をおさえてかけだした。』

（本文）

-

恭子のノート

やっと木からおりてきた。そ

のとき母親はいままでのおどろ

き悲しみをいっぺんに出してし 謝辞を述べる中村さん

まったのだろう。ここを読むと，わたしまで，なみだが

出，胸があっくなるように思う。

さっきまで，れいせいにふるまい りっぱであったジ一

ナも，やはり女の人である。何もかもおわってしまい無事

にすんでしまった今，

今までのことが，なみだになってあらわれてきたのだろ

う。

母の苦しみ，つまり愛情が，なみだになって，アリョー

シャの小さな足をだきしめたあとジーナの目からあふれ出

たのだろう。アリョーシャが，木をおりるとき，声にも顔

にもみせなかった，母の苦しみは，子どもを思うため，子

どものため心の中でがまんしてきた，でも今はなかずにお

れなかったのだろう。人が考えられないほど母の苦しみ

は，大きく ，また，たえられないような悲しみがあるのだ

ろう。でもそれも，すべてが終わった，きけんが，去った

から，苦しみと，悲しみとがあとから愛のかたまりとし

て，あつい，あっいなみだがジーナのほほをつたってい

ったのだろう。

母親とは，愛情をもっているときほど強いときはない。

（恭子の学力，人間，考え，すべてが表われていると思

います。）
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るような気持ちであった。忙しくて世の親のようにめんども

みてやれない環境であったのに， 「雅仁，よくやったね」と

主人共々，感激の涙をこぽした。

● 心身のバ ラ` ノス

思えば，雅仁は教師とい う忙しいつとめを持つ両親の家庭

に， 一つ上の姉のあと，誰にみても らおうかなどと，け念さ

れながら生まれた。あの頃は産休補助教員の制度もなかった

ので，ろ くろく乳もあたえられず，すぐ母親の手から離れる

運命にあった。

人はよ く「お宅は教育環境がいいですね」と言っ てくれ

る。しかし，他人の子どものせわはやれても．自分の子ども

のめんどうまでは手がとどかなかった。昼間は近くに住む祖

母にほとんどめんどうをみてもらい，夜はつれて帰るという

忙しい生活であった。

しかし，時間のゆるす範囲でバラ ンスのとれる食事の献立

てのくふうをしたり，休日には郊外の山．高原，海などに連

れだし，ボール投げや，かけっこ，すもう，水泳などをして

● 興味と自信 体力づくり に心がけた。「何でもよろこんで残さず食べるこ

と」これを主人みずから実行し，家中の食事のモットーとし

低学年の頃である。 「僕ね，本当は選手になれたんだけど た。

紅白から選んだから駄目だった。白の選手より本当は早いん この他に注意した躾としては， 「人に迷惑をかけるな」

だよ」何としてもリレーの選手になりたい彼の念願からの言 「自分のことは自分で」 「礼儀正 しくすること」これだけは

葉であった。私はなかば遺伝とあきらめ同情していた。主人 放任主義の家庭でも少々やかましかったと思う。さいわい小

は親馬鹿のふびんさから，毎年運動会近くなると早起きさせ さいときから．ききわけのある，素直な，親思い，きょうだ

て，自分も一緒のマラソンの日課が始ま った。鉄棒ができな い思いの明るい子で，人様から 「よい子だ」と言われながら

いと聞くと近所の学校で自分も一緒にぐるぐる廻る子ぼんの 育ってくれた。

う振りを発揮していた。

努力の甲斐あってか，運動に自信と興味を持つようになっ ● 信頼と愛情で実践力を

た，学校から持ち帰る体重表の目もりが急カープに上昇して

いき，スマートな坊ちゃん型からめきめきとたくましさがあ 小学校に入ってからは，さらに心機一転， 全く せわのかか

らわれ始めた。 らない坊やであった。 「どんな育て方をしたのですか」と聞

体育ごたんのうの現担任に受持っていただいた当初， 「50 かれるほどで，私たちはいつもここまでにして下さった担任

m走の記録は 7秒6」5年生の始めである。何秒が早いのか の先生方に感謝しつづけていた。

見当もつかなかったが，息子の嬉しそうな報告を聞いている 「ベス トをつくせ」これが，小学校時代の今までにあたえ

と，とても楽しかった。 た親の言業である。主人はよく ．「能力があっても実行しなけ

運動環境にめぐまれない女子の学校で育った母親にとっ れば，できないものと結果において同じだ」と言い，自 らも

て．息子の運動能力は何にもまして嬉し く．それだけで涙の 身軽く，実行で示すようにしていた。そのせいか．私たちは

出る思いであった。 特別こごとがましいことを言ったり．あれこれとさしずめい

がんばりやの彼は．それからも環境にまけず，運動に，学 たりする必要がほとんどなかった。何か問題があれば友たち

習に自分の力でどんどん伸びてくれた。実行力のある子ども のような気分で相談したり ，話しあったりして解決していっ

に成長してくれたようである。 た。余り 叱ったという経験はない。子どもの人格を難重し，

でも，区代表，都代表と次々にパスしたときは，まさかと 全面的に信用していた。

思ったし，このたびのH本一という賞にはまるで夢をみてい 素直さの中にユーモアがあるので，あの子と話している

f
 亨

久

i
'
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と，一日のつかれも飛ぶ思いがする。夕食のあとなど．かな

わないとわかっていても，ざしきでどたばたとすもうをした ● よき師にめぐまれて

リして蛮心にかえる楽しさは格別であった。

家庭という大きなふん囲気の中にやわらかく包んでやるこ 現在でも，月水金の夜間；ま水泳に通い， 9時頃帰宅，それか

と，遠くから見守ってやることといったふうに，特別なこと ら勉強と．体力的消耗のはげしい生活をしている。おかげで

もせず，それこそ徹底した放任主義のような形であ った。今 肩の筋肉のたくましく発達 したこと，胸囲88cm,体重56kg,

にして思えば，親は勝手にItしがっていても子どもに関 して 身長も伸びて 163cm, 審査の時からくらべると，また， 一段

は生みっぱなしであった。II寺には友だちのおかあさんをみて， と発育したようである。

どんなにか淋しい思いをしたことであろう。ぐちも言わずよ 「勉強と水泳と両立させたい」と担任の先生のご指甜もあ

くここまできてく れた。 ってか， 毎Hはり切っている彼，私たちまでうかうかしてい

訪欧準備のため，正月の何日かをホテルで他の先生方と過 られない気持ちにかりたてられる。生活にはりを持たせてく

ごしたそのときも，おとなと対等に話のできる彼を改めて見 れる彼，どうか，今後も心身の健康に注意して自分の道をき

直し，これなら どうにか大任を果たすことができるだろうと り開き，希望に向かって邁進していってもらいたい。

ひそかに安心したものである。 ちょっぴり謙きよな心も忘れずに。

恭 子 を育てて

中村エミ

恭子が，健康優良児日本一になることができました。この 着きと安心を与えるところにするよう考えることが，大切だ

よう なことになるとは，まったく考えてもみませんでした。 と考えているのです。そのような家庭にすることが，健康な

それだけに， 喜びも大きなものでした。 日本一になることが 生活に結びつくのではないでしょうか。

できましたのも，河南先生をはじめ，まわりの方々のおかげ 大学進学を一年後にひかえた長男と，今年高校進学をむか

だと思っております。 えた次男が，おりますが，家庭の中は，明る＜，みんなが，

恭子のこれからの生活の中で，この日本一になるまでのみ 何とか，自分の力を出して，自分の道を進んでく れるよう努

なさんの心のこもった思いやりが生きてくるものと思ってお 力しています。食事のと きなど，みんなの話が，はずんで，

リます。 きびしい練習の中で，身についた）］が，これからの とても，楽しいひとときになるのです。

恭子の生きる力になるものと思っています。 末っ子が，日本一になったことによって，兄たちも良い意

わたしは家庭におきま して，健康優良児日本一にするため 味で，はげみにな り，自党をもって進もうとしており ます。

の教育も， 手だても別に行なったわけではございません。た すべてのことを，家庭の中で，良い方に向けることを考える

だ，家庭が明る＜ ，健康な生活を子どもたちがおくってくれ ことも，親として大切なことのように思います。ひとりの喜

るよう心がけているぐらいのものです。恭 fは，生まれたと びは，家族みんなの喜びに，ひと りの悲しみはみんなの悲し

きから，あまり手のかからない元気な子どもで した。これか みと して考えて，みんなで考えていけるような家庭を，これ

らも明る＜ ，健康な生活ができる子どもにな ってくれるよう からもつくっていきたいと思っています。そして，子どもた

望んでいるのです。 ちに少しでも，家庭愛の大切さを味わい，知ることができる

学校の教育のことは，すべて先生におまかせし，家庭にお ようにしたいのです。

きましては，子どもの生活の場としてのうるおいのある， 落
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■ 充実した体育施設

ーー先生も全部女性の女子校一一

入口は 2mほどの狭さ，それも片方だけしかll廿いていな

い。母親が子どもを連れてくる。校長が入口で 1人 1人を確認

して子どもを受入れる。いそがしいことだ。フラ ンスでは，

2年生まで実際には 4年生ごろまでは子どもの登下校には必

ず親が学校まで送り迎えする。 放課後，校長は最後の1人を

親の手に托して，そこで初めて管理の責任から解放される。

パ リー第10区男子小学校訪問 たとえ共稼ぎの家庭といえども，例外は絶対に許されぬとい

うきびしさである。

■ 優等生3年で卒業 この学校は文部省の実験学校であった。最も進歩的な教育

小学校は 6歳から11歳までの 5年制である。 11歳で国家試 をしているとい う。読み害き，算数は毎日午前中だけで，午

験があリ一定の点に滴たないと何回でも落第する。現に，こ 後は，月曜 ・機械体操，火曜 ・トラック競技，水曜 ・図工，

こには15歳の子どもも何人か在学しているという。しかしク 金曜 ・ダンス，土曜 ・裁縫と，課業を振りあてている。とく

ラスの中で，互いに見下げたり，ひがんだりというような偏 に体育を重視していることが，この日課表を見ても明らかな

狭の感情は全くないようだ。 ょうに，施設而でもフ ー゚）レ，屋内体育館，屋外体育場もあ

洞南市立黒江小学校長

本史郎

臣1 蕊

信 必

（フラ ンスの小学生）

一方，できのよい子は 1年から3年へ， 3年から 5年へ

と，ま さに三段跳びの鮮かさで小学校をわずか3カ年で卒業

してい く。

国家試験に及第した子らは，上位は中学コースヘ，残りは

職業専修コースヘとふるい分けられる。こうしたやり方につ

いて，子どもも親も当然のことと心得て何らトラブルは起き

な"' •

■ カギっ子に豪華給食施設
この学校では，両親共働きのいわゆるカギっ子のために給

食をしている。児蘊数 500の約半数220人が給食をうけ，そ

のうち20人は給食援護児でもちろん無料である。

1食 147円，町の食幽では 420円の食事だというから，ま

さに梨華版とい うべきであろ う。

パンプ市女子小学校訪問 （フランス）

る。

ボエス校長は

「私の学校では，読み，書き，算数だけでなく ，スボーツ

などにも力を入れています。そのわけは子どもたちの適応

性を育てたいからです。さらに，子どもたちが教科以外の

別なものを勉強できるように，ときどき博物館の見学など

もやらせます」

と。日本で昭和の初期やったような教育内容が，いま最新の

教育内容として子どもたちに与えられようと しているのであ

る。

ローマの小学生と交歓会

■ 物おじしない少年
日本文化会館におけるローマの小学生との交歓会でのこと

である。10歳ばかりの少年が進み出て， ー席歓迎のことばを

述べた。この子がさ っきから校長や館長夫人の席へ行き米し

ていたのは， とび入りのあいさつをさせろとねだったのだそ

うだ。別段緊張するでもなく ，淡ん と，自然の表梢で話す姿

は， とても好感がもてた。その初めのきり出しが

「館長ご夫妻さま。今晩，私のために， とくにあいさつす

る機会を与えてくださったことを光栄に存じ，心から感謝

いたします」
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ということばだったというから愉快である。

ジュセッ ペ ・ラテルツァという名まえのこの少年は，あと

で年を聞いたら

「1月15日で10歳になる」

と答えた。自国語のほか，英語， ドイツ語も話せるそうだ。

私が帰りがけに「グラッツェ」といって握手したら，すかさ

ず日本語で「さようなら」と切返してきた。

■ いなかに目立つ未就学児童
イタリアの初等教育は，いちおう制度化されているが，社

会的に組織化された形で動いていないといわれる。就学も 2

-3年のス、・レは問題ではないし，いなかには末就学児童が相

当数いる。

授業も午前中だけ。それも読み，書き，尊数に限られてい

るということだった。

放課後の生活

■ 自由にならぬ外出
—ひとり遊びや家事手伝い―

だれかが

「パリの印象を一言で」

といった。わたしは

「まさに，とりすました貴婦人だね」

と答えた。

投婦人は， とかく子どもを連れない。ぞろぞろ引連れてい

るのは，おかみさんという愛称で呼ばれる。 パリは大人の町

である。どこに行っても，ほとんど子どもの影は見かけられ

ない。そこには情感がない。整然としていても1倹しさすら感

じる。

パリで最初子どもを見かけたのは，エッフェル塔のそばだ

った。 7, 8人，緑の芝生でドッ チボールに興じていた。つ

ぎに，地下鉄から通りへ出たとき， 3歳ぐらいの幼児が小犬

のように背にひもをつけてひっぱられていた。 3回目は，学

校帰りらしい少年が，長パンを 2本，小わきにかかえて足早

に通り過ぎていくところ。それから4回目は食棠で。 1週間

近い滞在期間中記憶に残るのはそれだけ，通訳の本田さんは

「日本は子どもの天国です。こちらの子はい縮していま

す」

といった。食堂で見かけた子どもたちは，2組の夫婦に伴わ

れた 2人であった。親組と子組は別々に席につき，全然無関

係だ。本田さんは

「こちらでは，子どもをおとなの話の中へ絶対立入らませ

ん」

と説明してくれた。

子どもたちは，放課後，なにをしているのだろう。

パリの森壮の建物は， 実は，アパートである。 1室，2室

と細分して，そこに市民の思い思い7)生活が菌まれている。

子どもたちは下校後も日本のように勝手気ままな外出を許さ

れない。ある子どもは，オモチャの車を 200も集めて，ひと

りで遊んでいるという。その他，家事を手伝ったり ，たまに

は何時間かの許可を得て，友だちのアパートヘでも出られれ

ば上の部だ。

学校は仏，伊とも，日曜以外に木曜も休日である。この日

は家庭が宗教教育を施す日である。もともとこれらの地域に

は教会の経営する学校が多かったのを，政府が公立に統一し

たものだ。そこで宗教人の不満を緩和するために，木曜日を

公立学校の課業から解放したのだという。したがって，子ど

もたちはこの日は親に伴なわれて教会にでも行くことだろ

う。

日曜日は親子連れで郊外の森や公園に出かけるものが多い

と聞いたが，実情は知らない。

パリ市内第一の盛り場ヒガールでも小学生の姿はついに見

られず，まして子どもばかりで飲食とか映画館へ出入りする

というようなことは，これらの国人，ではむしろ自由のラチ外

のことと考えているのかもしれない。

それにつけても，わが国最近のローティ ンの問題も， 実は

われわれ成人の考え方にこそキーボイントがあることを知ら

された。

..........................................、.............ヽ.....................................................................
~ 

片々草 •:.

「日本一健康俊良児は一日では生まれない」優良校ま

たしかり。すべての条件の結集であり ，文船い努力の開

花である。校長は担任教師を，教師は児誠を，保護者

は学校を，その言やよし。

草萌えの空に歌あるあしたかな

! 
仏 ・伊の子どもたちより進歩した教育を受けていると 1 
いう日本人の「望ましい人間像」は絵に描いた餅か ； 
くず山の写真も添えて花だより

スウェーデンでもデンマークても，水の危険のある川 [ 

・港 ・池などには，よく目につく所に赤と白に塗りわ ； 
けられた救名用具があ って，必要なときにはだれでも ； 
使えるようにしてあるという。いよいよ水の季節 ： 
追弔の香目にしみて練る施策

cs. 0) 
●● ..................... , ... , ..、...........................,、................................、................................................., 
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給食時における保健指導はいかにあるべきか

仙台市立中田中学校

丹 野 茂 美

度委員会を開いて発表させた。

R はじめに その結果次のことがわかった。

1. 昼食時間が短いので早く給食をすませたいためにしな

私の勤務している中田中学校は，仙台の南玄関口で，野菜 い。

の供給地であり，最近は郊外の住宅地として発J展しつつある 2. 昼食の時m1になって，消甜液を保健室に取りに行くのに
ので，職業としては農業と会社員という地域で，生徒数は 時間がかかるのでしない。

668名，学級数は 15学級です。 そこで学校長とも話し合いをし次のようにした。

仙台では41校全部の小学校が完全給食を実施しているが， 1. 昼食時間を40分とした

中学校は牛乳給食だけ実施しているので保健指埒も栄養指甜 2. 手洗Vヽi肖甜液は 3校時の休み時間に各クラスに，また遠

に重きを骰いている。 いクラスは薬の入っていた小さいビンに分けてクラスで保

管させる。

R 保健に対する関心 3. 牛乳も保健委員が毎日配給するのが大へんなので，日直

制にして 3校時の休み時間に各クラスに持って行くことに

前校長が学校保健に対して深い関心があったため，学校保 した。

健には特に力を入れ昭和37年， 38年の 2カ年間にわたり，学 これによって牛乳の運搬，配給の苦労等がわかり ，責任を

校安全教育指定校として， ソクラブ活動の事故防止はいかに 持って仕事に当り用のない生徒は着席をして担任の来るのを

あるべきか=というテーマで，明朗でたくましい（本力，意志 待った。

カの義成に，全校一体となり研究に当り，その成果を東北ブ 後になったが，私の学校は昼食時は必ず担任が付いて昼食

ロック安全教育研究大会，全国安全教育研究大会でも発表し を行なっている。

ている。 給食終了もまちまちで，隣の教室等にも迷惑を掛けていた

また40年度には県から学校保健優良校と して表彰をうけ， が，ベルを合図に一斉に終了することにした。

ますますその成果はあがっている。 給食も全校一斉に終了するため，手洗いの件も解決し，ベ

ルが嗚るまで各クラスとも学活をし，廊下等に出ないことと

R 本 論 した。

中学校では教師と生徒の話し合いの場が少ないので，この

このような学校保健の組織にあって，給食委員会は特に作 給食時の学活で，特に家庭訪問やその他でわからなかった面

らず，保健委員会で給食の一切の仕事を行なっている。 等がわかり ，また教師と生徒の間を身近かなものにした。

保健委員の仕事として

1. まず保健委員は手洗い特に消甜液による手の消毒を学 R 栄 養 指 導

級内の生徒に指森徹底させること

2. 牛乳の運搬 学括で毎日生徒の弁当等を知ることができ，問題になった

3. 食前食後のあいさつ。給食時を利用した学活 事は，体力（本位の向上に欠かすことのできない栄義が，弁当

この 1, 2, 3について，各クラスで問題にし話し合っ を見たItiiでは片寄っているということである。

た。そして実行に移したがなかなかうまくいかなかった。 卵やソーセージ，ハム，魚類が多く ，また中には20円の菓

そこで保健委員会にかけ，なぜ小学校で，すでに習似化さ 子パンだけで昼食をとっている生徒もいる。

れたことが，中学校でできないのか，各クラスで調査し，再 こんなことではというので各クラスの弁当の調査を行なっ
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た。その結果は，

蛋白質源である食品は多く摂取しているが，ビタミン源で

ある野菜果物の散が少ない。また見逃せないのが．先にもの

べた菜子パンを持って来る生徒の多いことである。

1年生は小学校で給食のパンにあきているためか,14%と

少ないが 2年生になると26%,3年生は30%とクラスの％が

菜子バンを食べている状態であった。

これはいろんな面が考えられるが，前にも述べたように，

中田は野菜所であるが，今は住宅も建ち並び一部住宅地化し

てきているので，今までの殷家が食生括にも関心を持ってき

た。また夜遅くまで畑の仕事をし，母親が，朝；ま早く畑に行

き．帰ってから食事の用意という家庭もあるので，佃煮と

か，泊物．納豆のように簡単に食べられる物で食事をするよ

うになる。従って，弁当も手近にあり ，しかも調理しやすい

魚，卵とか肉の加工品になる。またこんな食品は持ち運びに

も便利である。このように栄義はアンバラ ンスで，各個人の

身体の発育状態，体力の面においてかなり考應されなければ

ならない問題を含んでいる。

生計の主体をなす者が農業であっても．文化的に接触度が

多いと思う者が生活上頂い位置にある家庭では，食生活にお

いても，他と比較してかなりの相違が見られ，哨好的な食品

のとり方等も．民主化した現在でも，年寄が多い一部股家で

は封建的なところが残っているということは見逃せない事実

である。

また同じ仙台市立の113市内の中学校3年生の弁当を調査し

た結果では，パン食は 9%にすぎず，わが校の30%:::比べ；/1., 

ば大ぶ少ない。

旧市内の学校と違い．栄養面にも文化(1(J.時間的にも．農

業地域における家庭の差がはっきりと表われていた。

この栄養に対する知識を，生徒を通じ家庭にも啓紫する意

味から， 40年の 3月から，毎日給食時に，牛乳と併用してビ

タミンCの入っているカワイ肝油を服用させている。

この肝油は，野菜からとりにくいビタミンCやビタミンA

を効果的に取るには一番安全でまた安心してとれると言われ

ている。

ただ注慈を変することは，ビクミン剤の中には成分の含有

品が明記されていても，実際にはその砧に達しない製品のあ

ることである。

その点ではカワイ肝油はさきの第16回全国学校保健研究大

会の時にも束京都のある学校薬剤師1)先生からも良い肝油と

折紙をつけられた製品です。

この肝油服用後の利点としては， ビタミンA,D,Cを補う

ことができ，股家でよく見られる米のとりすぎから来る口角

炎は 1名も見られなくなった。

秋から春にかけて流行したインフルエンザの欠席も，38年

は1Fl13.4名あったのが， 39年には 10.1名， 40年には 6.9名

と半減した。特に・3年生は，受験を控えて一番体力的にも勅

く流感に罹りやすい時期にあったにもかかわらず少なかった

ことは，疲労にビタミンCがいかに大切であるかを物語るも

のではないかと思う。

このような結果を， PTAの総会や学年PTA等で従表し

食生活が身体に及ぽす影智の大きいことをわかっていただき

家庭を通じて栄養指~. 食生活改善の向上に協力してもらっ

た結果， 5年前までは身長は仙台市中学校最下位，ただズン

グリ型で体重，胸囲だけは市平均並でしたが， 39年度から

は，大ぶ良く41年度には中に位するに至った。

また健康低良生徒にも 2年連続県入賞。 3年連続市入賞に

至った。

i
)）
）
）

I

)
）

I{ 

本 校保 健 教 育 のあゆみ

北九州市 立中鳥小学校

広 吉 勝 1
- 、 へへ____________J

差点の近くに位四する本校は，児箪数950名 （内男子 485名

学校の環境 女子 465名）学級数26学級（内，特殊学級1学級）の学校で

交通の危険地帯である。このため昭和40年7月1日から，運

北九州工業地帯の中央部，小倉区のほぼ中心，市内最大の 邸J揚開放校として市から指定され，土曜日 の午後，日曜，祝

交通姑がある国道 3号線と，国道10号線の交差する三萩野交 祭日，休業日には，附近の小中学生たちの遊び楊となってい
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る。

子どもの教育に対する父母の関心は郡く，教育に対して非

常に熱心で，協力的であり， PTA会長を始め，地域全体

が，保健教育については積極的に努力し，交通:l.iしの多い三萩

野交差点には，十文字の睦橋 （人道橋）の設附を国に働きか

け，昭和41年11月には九）Hで最初の十字型の陸橋の完成を見

るに至った。

昭和28年以来，本校の校医になられた月守先生は，本校修

学旅行には，旅行先で児箪たちが病気になってはかわいそう

と，本年まで尖に14年間， 一度も欠かさず児蛮の旅行に付添

ってくださっている。 開業医である校医さんは休診の札を出

して仕事を休まれ，一泊二日の修学旅行に毎年つきそって下

さっているが，お礼も全然受けられない。この熱心な校医さ

んを中心に，全職員，地域社会の人々の協力により一致団結

して，児童の健康増進につとめている。

保健教育の概要

1. 基礎体力の向上

かねてから本校では基礎体力を向上させることが重要であ

るとの観点に立ち，昭和34年度以降，毎年学校研究主題を次

のように保健体育にとり ，研修に励んできた。

昭和34年 移行期における，体育指埒法の考察

昭和35什―． 体育科技能面における基準性の一考察

昭和36年 技能の系統性を重視する体育指埒

昭和37年 学習内容の一体的取り扱いを直視する体育指森

3カ年計画の第一年次

昭和38年 Iiり上第二年次

昭和39年 同上第三年次

昭和40年 f本プ）の向上を目指す効果的指埒 (3カ年計画）

第一年次 体力の実態調査の研究と，基礎的な運動能力を

伸ばす具体的な方法

（青木選手の平均台）

昭和41年同上

第二年次 児童の実態の再検討をし，学習内容と基礎的運

動能力の結びつきの研究。

この間， 34年，35年， 36年， 38年と対外的に保健体育を主

体とした研究発表会を実施した。

過去の研究実紺を回顧すると，昭和13年に福岡県（本育優良

学校に指定され， 16年には，当時小倉市では， 他校に先がけ

てプールを築造し，水泳指埒による（本力の増進をはかった。

土俵場をはじ

め，いろいろの運

動施設を充実し，

体位，（本力もます

ます向上してい

る。この施設設11iii

はPTAの奉仕に

よるものが多く ，

古くなった用具や

器具を利用して新

しい設~lil を作 り ，

PTAと職員によ

るペンキ塗りを毎

年 1回（主に夏期

休業中）実施し，

保存活用をはかっ

ている。
（鶴見選手の平行棒）

昭和40年4月9日，東京オリンビック体操選手（竹本，鶴

見，山下，早田，池田，千葉，鈴木，青木の各選手）を本校

にお迎えして実放を見学し，直接指甜を受けた。世界トップ

クラスの各選手の妙技に瀾場はただ夢見心地。これを契機と

して，体育熱はいやが上にも上昇した。

校内体育会としては次の行事を計画的に実施している。

4月...体力測定

5 月・• リレー大会

6 月••球技大会， リレー大会

7 月••器械運動大会，水泳大会

9 月•••水泳大会， リレー大会

JO月••• リレー大会

llJi・J求技大会，リレー大会

1 2月•• •器械迎動大会

lJl . 持久走リレー大会

2 月•••縄 とび大会

2. 安全教育

交通似の多い三萩野交差点を校区内にもつ本校は，交通戦

争の惨害を鎌でも見せつけられることが多い。このため，人
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命の蒋重，交通ルールの徹底と 一人一人に絶えず指尊 し，

年 1-2回の交通教室，通学コースの設定，全児窟の血液検

査等を実施している。

地域社会に働きかけて， 全国的にもめずらしい竺萩野陸橋

の完成と，交通戦争に対処している。 一方，校内での事故の

漱少について，校医，養護教諭を中心に学級担任による打ち

合わせを行ない，安全についての関心を高めている。

交通事故防止については，常に梢極的に取り組み，このた

め放送局から感謝状を 2回受け， 41年5月5日には県知事か

ら交通事故をなくす県民運動で表彰された。

5. 集団行動

月曜朝礼の際，鼓笛隊による行進練習，水泳指群，宿泊訓

練キャンフ 等゚において，戦後特に見劣りのしたこの点の指

森を弛化している。

保健指導の徹底

・学校保健委員会

学校医，歯科校医， 学校薬剤師， 地区医師， PTA会

長，副会長，体育部長，副部長，学校長，保健主事，体

育主任，給森主任，養護教諭，児蛮代表

学校保健は学校だけで解決することは不可能に近いので，

地域全般の協力を得て，綿密な計画のもとに活発な活動がで

きるよう努力 している。

熱心な校125.さんの協力により，毎月 1回の健康相談，修学

旅行，運動会前の健康相談，春秋2回の検便駆虫，よい習慣

づけをねらった手洗いうがい，薄沿の指沿，新IH校舎の入

り交った校舎内外の清掃の微底，社会的行事にあわせた，よ

い歯のコンクール，健康優良児の診杏，結核予防， 目の愛護

等，保健関係については特に慈識的に指蒋している。このた

め，昭和40年3月2113, 学校歯科11腔衛生俊秀のため表彰さ

れた。

3. 

4. 給食指導および家庭

の食生活の向上

和極的に健康増進のた

め好き嫌いをなくし残菜

を出さないよう努力して

いる。同時に家庭にも給

食を理解してもらうた

め，給食試食会をもち，

献立表を配布し，料理講

習会を催して，家庭の食

生活の向上に寄与してい

る。

長期問の肝油の服用の

結果，眼疾，近視，むし

歯，皮灼炎患者が少く，

肝油の効果を今さらのよ

うに確認している。

,~r, 

6. 環境の施設の充実

都会の中心地にある本校は緑が少なく， うるおいに欠けて

いた。 （昭和39年）学校火災で8教室を失い悲しみにしずん

でいたが，この焼け跡に植樹して緑の森づくりをしようと考

えた。そこで，校内緑化を計画し，県股林試験場小介分室に

出かけ，自1花でそれぞれ苗木を買い，児蛮たちも自宅から木

や現金を持ち寄り，焼け跡に植えた。以後年次計画をたて緑

の学校に している。

嬰かなうるおいを与えるため，柏樹と共に花阻経営にのり

だし，叫季花を絶やさないやさしい心梢の持ち主を育成する

ため，校内いたるところに花坦を作り，梢操の陶冶に寄与し

ている。このため，昭和40年，41年と連続，北九州市の花坦

コンクールに入買しますます探境は充実されつつある。

迎動用具その他の施設の充実は下図のとおりであるが，こ

れは昭和41年度全国体育研究大会にも発表し，賓料を提供し

ているが，これらはみな職員の努力と，PTAのなみなみな

らぬ協力の賜である。

真区のどんな暑い日でも，朝礼時に倒れるような子どもは

1人もなく，頻色も健康そのものである。

今後もますます本校児蛮の体位向上健）よ増進をめざして，

健康教育実践の道を逍進したい。

体育施設配 置 図
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骨の強い子に育てよう

札幌市立幌南小学校長

河端賛

最近学童の体格が著しく向上し，とりわけ身長 ・体重の増

加がはげしく学校の机 ・腰掛が旧い規格で間に合わないとい

う，うれしい悲鳴が聞かれる有様であります。しかしこのこ

とだけで子供たちが健康になったと手ばなしで寄んでよいか

どうか，再考を要するのであります。疾病統計によるまでも

なく，学童の骨折事故は年と共に増加の一途をたどっていま

す。もちろん，交通事故による骨折も大きな比重を占めては

おりますが，それにしても， 『体が弱い子』の多いことは否

めない事実であります。

現代っ子は，いわゆる「ひよわ」に育っているのです。

骨を強く ，たくましく育てるには，何をおいても，日光の

もとで，自然の中で運動させることが第一でありましょう。

昔は，竹の棒を持ってとびまわり ，虫網をかついで走りまわ

る子ども達の姿が，どこの原っぱにも見うけ られたもので

す。石けりに興じ紙芝居のおじさんについて歩く子ども達が

あちらの路地，こちらの四つ角におりました。川原にも海辺

にも，畑のすみにも，とにかく日の森れるまで外で遊び暮ら

したのが昔の子供達の姿でなかったでしょうか。

真黒に日焼けした子ども達の皮陪の底にはビタミンDはみ

ちあふれていたことでしょう。この子どもたちは今， どこで

何をしているのでしょう。

路地は車で埋まり，原っばにはビルがたち，川原は汚染さ

れました。遊び場をとりあげられた子供達は，よくて，勉強

部屋でテストブックに頭をかかえ，あるいはテレビの前にね

ころんでいるのではないでしょうか。

また，食べ物にしても，昔は切り干しにしておいた大根の

しっぽを切ってしゃぶったり，みがきにしたにしんをつまみ

食いしたり，海辺の子供達は海草や貝をおやつ代りに食べて

いた｛まずです。今の子はガムだ，チョコだと刺激分，糖分だ

けを とっている有様です。骨の弱くなるのももっともでない

でしょうか。

昔でもやせてひょろひょろした子，かぜをひきやすい子も

いました。ひよわな子を集めて太賜灯の部屋に入れ紫外線を

かけてやったり，油状の肝油をさかずきに入れた砂糖水に浮

かせて飲ませたものです。しかし，これはごく一部の弱い子

にだけ与えればよいことでありました。大多数の子は，自然

の食物の中からカルシウムなりビタミ ンをとり， 自然の太陽

光線からビタ ミンDで強くたくましく育っていましたn

最近は食堀事梢もすばらしく向上し，脂肪も蛋白も十分す

ぎて，かえって，肥満体の子どもが多すぎる状態になりまし

たが，ビタミ ン類はどうでし ょうか。

厚生省発表の国民栄食調査によれば，食生活の近代化に伴

い熱批，螢白＇質姑などは昭和 45年の栄養基準品 （目標値）の

目標にかなり近づいているが，微品栄養素 （ビタミン ・カル

シウム）の摂取状況は停滞しており ，目標値の75%程度であ

リます。また道教委発表の昭和40年度学校給食栄養摂状況調

査によれば，摂取不足のものはビタミ ンで，そのうち CとA

が著しく不足しております。Cの不足は野菜や果物で充足さ

せればよいのでありましょうが，裔価につくことと，時期竹

に難易があること，調理上の損耗が多いことなどのあい路が

あります。

ビタミン B1,B, などは給食用パンの小麦粉に強化添付さ

れていて，さほど不足はないと考えられます。従ってこのビ

タミンAとCとDの不足を一番，経済的効率的に充足させる

のにどうしたらよいかという問題が残ります。

現在多 くの学校で希望者にだけ肝油ドロッ プの服用をさせ

ておる状態であ りますが，前述の現代っ子の生活から考えて

も，また学校給食の栄養分析から考えても，全児敵一斉服用

が最も望ましいことであろうと考えます。このことは学校給

食の一深として取上げる必要があろうと思います。

末来に生き，未来を作る子どもたちのよりよい健康を願っ

て，私達はあらゆる困難を克服して，よりよい施策をしてい

きたいと考えておりますが，その第一に 「骨の強い子」に育

てなければならぬと思います。

全児滋一人残らず， 学校給食の一環として肝油を服用する

ことによ ってビタミンA, C, Dを充分にとり 「'l'l'の強し‘

子」になることができたな ら，まことに幸せであろうと明か

るい希望を持つものであります。
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体位の向上，体質の改善は

学校給食から

宇都宮 市桜小 学 校

姿護教諭 宇賀神マ ス

日本人の体位問題は，東京オリンヒ°ック以来大きく脚光を っているのである。 1年に 200回完全な栄義摂取を行なって

浴びてきたが，次代の国民の体格づくりは，現在の大人に課 いる。学校給食がいかに重要であるか論をまたない。

せられた任務ではなかろうか。 この問題について学校給食の 特に家庭の栄養摂取においていちじるしいく不足のめだっ

立場から私見を述べてみよう。 ているカルシウムは，脱脂粉乳の完全飲用により， 338 mg 

1 地域の食生活の実態調査とその考察 図表 1 年令別栄養所要量 と比較 した本校児童 の

日本国民の体位の向上，（本’質の改善は，合理的な食生活に 食事 の状況 （低学年） 6. 7. 8歳

よってはじめて実現する。

次に本校の地域の児蘇の食生活の実態について述べてみよ

う。

この調査は文部省で実施した方法と同一の方法で，本校の

1年から 6年までの中から 1クラスを抽出して調査したもの

である。

すなわち，昭和39年6月15, 16, 17日の 3日間，家庭にお

いて，児蛮が摂取した食べ物を全部記入し栄狡価を箕出した

ものが図表 1および2である。

(!) その考察

〇 カロリ ーは，低学年，高学年ともに家庭において所要

姑の約 2/3をとっている。

〇 狙白例，脂肪は，所要姑の80%以上をとっている。特

に動蛋は，蛋白摂取品の 1/3を上まわり ，わりいあよく

とれている。

〇 カルシウムおよびビタミンAの不足が目だっている。

一日の中で特に夕食は，カルシウムの摂取が少ない。

〇 ビタミンAは45%以下，特に高学年の男子は30%をわ

ずかに越 した程度である。

〇 ビタミン Bi,氏の摂取についても問題がある。

こうして考察すると，栄養を摂取させようとする様子は伺

われるが，その与え方に問姐がある。栄義のバランスが取れ

ていないからである。

'カロリ ーについては，残りの 1/3は，弁当で補うこともで

きるが，カルシウムを初めとして，微砧栄蓑素の摂取は，児

童各自の弁当では所要散を満たすことは到底できない。図表

1および2でもわかるように，学校給食において， それを補
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6. 7. 8歳児童の所要駄を 100とした。



22

学校給食の基準砿の大半を摂取しているのである。また，ビ 養のバランスを考え，副食は二品料理または，添加物をつ

タミンAは， くふうされた献立，あるいは強化食品により所 け，おいしくて栄養たっぷりな給食を実施している。これが

要量をはるかに上まわってとることができるのである。 前記の地域の調査の家庭における栄接摂取のアンバランスを

補っている。

2. 学校給食の重要性と児童の体格づくり このことは児窟の健康増進に大きな役割を果していること

学校給食が，児政の身体の健全な発育に貢i献していること は明確である。

が，前述の調査で明らかになった。 (2) 学校給食をとおして正しい食事の理解と栄養の改善を

学校給食は，人間一生の生括に関係する食生活の指森であ 本校では，次に示すように，学校給食の年問計画を，習慣

る。児童が，毎日の献立を通し食品の組み合わせや，栄養価 形式と栄義指森の二つの柱として， 学校給食をとおして，食

の高い食事の大切なことを知り，将来合理的な食生活を行な 事についての正しい理解を得させ，望ましい習慣を乎がい，さ

い，各自の健康の増進を図るようになったなら，必ず日本人 らに毎日の献立をとおして栄養指埒をほり下げようとしてい

の体位は向上し，体質は改善され，世界各国の人々に伍して る。

恥ずかし くない国民となるであろう。 すなわち低学年では，三色運動による栄義指蒔を，高学年

(1) 栄養のバランスがとれた学校給食 では六つの基礎食品による栄養指焉を，その日の献立をとお

本校では，文部省で示した学校給食の基準批をもとに，栄 して行なっている。

① なんでもすき鎌いなく食べるように。

図表2 年令別栄養所要量 と比較した本校児童の ② 食事は，いつも三色の仲間，または，六つの基礎食品の
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食事の状況 （高学年） 9. 10. 11歳 仲間が含まれているのがよい。
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③ 一つの栄蓑素でも不足するといろいろな病気をひきおこ

す。

④ 栄養のバランスのとれた食生活が，健康な体をつくるの

に必要なこ となどをくり返しくり返し，献立をとおして具

体的に指蒋をする。

⑤ 6年を卒業するときには，合理的な食生活の重要なこと

がわかり，進んで栄蓑のバランスの取れた食生活をするよ

うになる。

3. むすぴ

本校では，学校給食の教育的意義を考え，給食の指森を学

校教育の重要な目標の中に取り上げ，学校給食をとおして地

域の食生活の改善につとめてきた。また，この道の権威者を

たびたび招いて，食生活に対する講演会を催した。そのため

地域の各家庭においても食生活の重要性を認識し毎日の食生

活に対して相当留意している様子が伺われる。

すなわち，土曜日の児童の弁当によ ってもそのことがわか

る。牛乳，パンなどという弁当の児箪はほとんどなく，その

場合はほかに果物をつけたり ，別に副食をつめた器を持参 し

ている。ご飯の副食についても，卵焼きだけなどという児磁

はほとんどなく， 3種類は必ず詰め合わせているc

〉熱 !it俎白質 脂肋 A B, 
カルシ＇）ム

ピタ

B ， 

ミ ン

C 

このように家庭で注意していても， どんな食品にどんな栄

養素をふくんでいるのか，また， どの程度の栄養払を摂取す

べきかなどの理解が，足りないので，家庭では合理的な栄蓑

の摂取がむずかしいのではなかろうか。それゆえ，学校給食

を通して栄養指禅もほ り下げ，国民 1人1人が食生活の重要

性を認識し，健康を増進するように指甜すべきであるし

厚生省で示した昭和45年度を目途としての

9 .10. 11歳児童の所要且を 100とした。
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図表 3 地域の家庭におよぼした学校給食の影響（昭 39.9. 調査）

学校給食に対す る父母の意見

大へん需んでし＼名

78% 

家庭で食事を作るには

栄淡 1jJIじ

SO% 

おより
カ •んじ
な¥I

-1% 

本校では，ビタミンA,Dの摂取をよくするため肝油を毎

日ー粒ずつ休み時間に与えている。そのためか冬のかぜひき

も大分少なかった。

また，本年疫は 1,156名の児蛮中回虫卵の保有者は，わず

かに 1名であった。これは学校，家挺が協力して，いろいろ

な角度から児蛮の健康増進をはかったためである。

児邸の偏食も教師，児童，家庭が一（本になって努力 すれ

ば，学校給食をとおして必ず矯正できる。本校では，白ネズ

ミの飼育によりそれを実現した。 （紙而の都合でく わしく記

すことができないが，また機会があったら述べてみたい）

最後に学校給食の重要性を考え，一日も早く，小 ・中学校

の完全給食実施を祈りつつil'.tをおく。

献 立表の利用

家のだれか

が見る

65% 

子どものすき きらいについて

身休に悪いこと

を話し合って
食べさせる

50% 

r・・・・・・・・・................................................................................................................ T 

I あとがき l 
i I 
； 健康低良校，俊良児の記事が恒例化しました。読者恩かi
らの好評と要望に応えるためであります。 ： 
謹んで敬 ・祝慈を表するとともに，ご多忙中哀年い足跡を ；

ご寄秘 くださいましたことに対し厚く御礼申しあげます。 I
I 

実践記録，研究調査等をお寄せくださいま した先生方にi
: 

御礼申しあげますとともに，紙面の都合で，心血を注がれi
ました図表，統計などを割愛させていただきましたことをl
深くお詑ぴ申しあげます。 （係） I 
........................................................................................................................... み
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◎ 製造発売元 河合製薬株式会社 束求都中野lヌ新井 2丁目51- 8 

“ママの質問箱”
＊愛育研究所1呆億指導部長 これは河合製薬提供のラジオ番組で、毎 II
医学博士松島富之助先生 毎日お家庭のお母さん）jが、心をいためる

＊お茶の水女子大学教授
お子さんのjJ、i気や教育、あるいはし つけな
どについて、 1-,:,記の両先q,が親切にお答え

医学博士平井信義先生 くださいます。 ご利 用 くださ い。

―------------------------【各局の放送時間】
ニ ッポン放送 ioll (fljfjsll耀 ） 九州朝日放送
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ラジオ大阪放送 東北放送
（人阪） 、・ 11'.¥:fi分から （仙台）
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